
次世代の倫理道徳教育を考えるとき、ことばの芸術で
ある文学先品に親しむことや読み解くことはとても大
切です。なぜなら作中の登場人物に自分自身を投影し
て「人はどうやっていきていくべきか」ということを
考える貴重な機会となるからです。そこで「万の心を
持つシェイクスピア」の作品を読むことの楽しさや
シェイクスピアが書き記したさまざまな人間像から子
どもたち一人一人のこころを育てるヒントについて講
演とシンポジウムにて意見を交わしたいと考えていま
す。
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人はどうやって生きていくべきか！
～シェイクスピアの哲学から学ぶ～

令和 7年 11 月 22 日（土）
12：00 開場
12：30 開始
17：00 終了

エステック情報ビル
21階 A会議室
https://stec-jbldg.co.jp/conference
新宿駅西口地下ロータリーから
都庁方面へ徒歩 3分

定員 40 名
（先着順・11月 19 日〆切）
https://forms.gle/R4TTehtwRWugtL8r5

講演者・シンポジスト

河合祥一郎
東京大学大学院教授

シンポジスト

鹿毛　雅治
慶應義塾大学教授

長谷川真里
東北大学大学院教授

賴住　光子
駒澤大学仏教学部教授

コーディネーター

澤田　浩一
國學院大學文学部教授

コーディネーター

齋藤　嘉則
東京学芸大学教授

東京学芸大学
先端教育人材育成推進機構
上廣道徳・倫理教育研究開発推進室

042-329-7783

kokoro@u-gakugei.ac.jp

https://kokoro.u-gakugei.ac.jp


